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GENに参加するには　☆会員・会報購読者になる　☆自然と親しむ会・講演会・報告会・学習会に参加する　☆ワーキングツアーに参加する
☆ビデオ『よみがえる森』を見る　☆使用済みテレカを集めて送るetc. ★あなたのご参加を待っています！
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GENが中国山西省大同市の黄土高原
で緑化協力をはじめてから丸10年がす
ぎました。ひとつの小さなNGOとし
て、いくつもの問題を乗り越えながら、
独自の協力をおこなってきたと自負し
ています。
一方で、ここしばらく、外務省の問
題と関連してNGOの存在が社会的に
も広く認知され、注目されるように
なってきました。また、ODAについ
ても、日本国内の不景気もあり、いま
ほどの金額をそそぎこむ必要があるの
かという議論がしきりです。その議論
の流れが、民間のNGOの協力活動に
までおよんでくることもあります。
そうしたなかで、NGOにはなにが

求められ、どのように活動していけば
いいのでしょうか。
今回の会員総会では、記念シンポジ
ウムに東北大学の明日香壽川さんをお
招きして、中国の環境問題の現状や
NGOの活動のあり方といった視点か
らみなさんといっしょに考えてみたい
と思います。
なお、この記念シンポジウムは公開
しています。また、GENの会員総会に
は、会員以外の方でもご参加いただけ
ますので、お気軽にどうぞ。会員の方
には、あらためて詳しい案内をお送り
します。
【緑の地球ネットワーク

第8回会員総会】

●日時：6月22日（土）13時30分～16
時30分
○記念シンポジウム：13時30分～
講師：明日香壽川さん（東北大学
東北アジア研究センター）ほか検
討中
参加費：700円（GEN会員無料）
○会員総会：15時20分～（予定）
●場所：大阪市立弁天町市民学習セン
ター（ORC200ビル7階。JR環状線
「弁天町」駅北出口、地下鉄中央線
「弁天町」駅2A出口からビルに直通
通路あり）
★総会終了後、懇親会を予定していま
す。詳しくは次号でご案内します。

黄河を河口から遡って調査を続けて
おられるGEN顧問の小川房人さんに、
前回の下流域に続く中流のようすを報
告してもらった。
前回の最終地鄭州から黄河をさらに
西にさかのぼると、私たちが緑化協力
を進めている山西省の南の省境に沿っ
た流れになる。途中の三門峡にはダム
が設けられている。もう少し上流に行
くと、流れは山西省と陝西省の境に沿
って北から南へと流れている。このあ
たりは、両岸に樹木が茂る風景が続く。
滝がある。日本でよく見る滝ではな
く、河の中央が削られて深い溝になっ
ており、両側からその溝に水が流れ落
ちるもので、ナイアガラの滝などと同
じ形状のようだ。水量が多い時には、
かなり長い範囲の滝になるそうだ。
山西省境を離れて内蒙古に入ると、

河は西から東への流れに変わり、その
上流は、南から北への流れになってい
る。周りは、沙漠の風景になる。
蘭州までさかのぼると、突然高層ビ
ルのそびえる近代的な都市が出現する。
鉄の産地で、かつては製鉄に使われる
石炭の煤煙が谷間にたまり、飛行機か

らは地上が見えない状態だったそうだ。
黄河の断流は、今回の中流域におけ
る農業用の灌漑用水利用によるという。
黄河の水は、上流の氷河から供給され
ており、途中からの流入量と蒸発等で
失われる量はほぼ同じくらいとのこと
である。
政府の利水制限によって、ようやく
2000年から断流は回避できるようにな
ったが、気候変動の影響からか、上流
での降水量が減少しているとのことで
あり、水不足が心配される。 （川島）

定するための注意点まで、岡田園長に
お話しをうかがったあと、いよいよグ
ループにわかれて植物園に。
普段の自然と親しむ会なら、林の空
気を楽しみながら歩き、目に付いた
木々について教えていただくわけです
が、植生調査となるとそうはいきませ
ん。測定ブロック内の基準（一定の太
さ）をクリアする木はすべて測定の対
象になります。生えているポイント、
太さ、高さ、枝の広がり。簡単そうで、
実際にやってみると迷うことが意外と
たくさんあります。木の種類がわから
なかったり、幹が分岐していたり、枝
が重なり合ってよく見えなかったり。
実際、プロがおこなう場合でも、人に
よって幹周りを測る時のメジャーの使
い方が違ったりすると、前年より幹が
「細く」なることがあり、そうすると
全部のデータが信用できなくなってし
まうのですから、なかなか慎重を要す
る作業なのです。今回は実習ですから、
みんなでわいわいにぎやかに、2時間
ほどかかって測定を終えました。
その次は、測定したデータをもとに
樹高や直径を計算し、「植生断面図」
と「樹冠投影図」を作成しました。大
変だったのが（次ページにつづく）

前夜の天気予報は雨で、はじめての
植生調査の実習は中止になるかと心配
されました。しかし1月27日はときお
り小雨がぱらついたものの、15人が参
加して、大阪市大付属植物園で調査を
おこなうことができました。
まず教室で調査の方法を勉強しまし
た。調査地の選定方法から、正確に測
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（前ページからつづく）「樹冠投影図」
です。それぞれのグループのデータを
つなぎあわせて1枚の図に仕上げるの
ですが、大きく広がった枝が重なり合
い、どの木が一番上になるのか判断に
迷います。それでもなんとか仕上げた
図は、一番苦労した方の記念品になり

GEN10年の活動をまとめた新しいビ
デオ、『よみがえる森』が完成しまし
た。前回の『森よ、よみがえれ！』か
ら5年。霊丘自然植物園やカササギの
森などの新しい協力や、最近たてつづ
けに大同をおそう旱魃のようす、ある
農民の1日、そして育ってきた木々の
姿などがおさめられています。高見事
務局長が10年間かかって撮りためてき
た100時間をこえる映像の中から、選
りすぐられたシーンの連続です。
旱魃のために乾ききった畑や伸びな
かった農作物、あるいは夏に集中する
雨によって流される黄土、くずれたヤ
オトンなどの映像は黄土高原の環境の
きびしさを訴えます。そのなかで淡々

と日を重ねる農民の姿は、豊かで便利
が当たり前になり、ひ弱になった日本
人に、豊かさとはなにか、生きるとは
どういうことかを無言のうちに問いか
けているようです。
そんな大同の村のいくつかで、よう
やくマツやアンズが育ってきたようす
を、今回のビデオにおさめることがで
きました。水を保ち、土をつくりだし
ている自然林の姿とあわせて、大同の
緑化の可能性をより強く感じさせる作
品になっています。
21世紀には、世界中で水問題が深刻
になるだろうといわれています。大同
でもそれが顕著にあらわれています。
そんな現状を、少しでも多くの人に

知っていただきたいと思います。ぜひ
『よみがえる森』をご覧ください。
★ビデオ『よみがえる森』
VHS・カラー・30分
●価格：5,000円（GEN会員価格4,000
円。送料270円別途）
●申込み：GEN事務所まで

不景気、低金利とNGOにもきびし
い世間の状況。そのうえ、国際協力に
たずさわるNGOにとっては円安も強
い逆風です。
10年の活動をかさねてきても、運営
はいっこうに余裕がありません。みな
さんのご協力でなりたつGENの活動
に、いっそうのご支援をお願いします。
■会員になってください！
まだ会員になっていない方、ぜひ会
員になってGENの活動を支えてくだ
さい。また、環境問題や国際協力に関
心をお持ちの知り合いに、会報の購読
などをおすすめください。
■カササギの森にご参加ください！
1haの緑化費用5万円を一口として

2000年秋から協力を募っているカササ
ギの森は、現在までに97haのご協力を

いただきました。協力者への報告が遅
れていますが、この春の写真をいれて
5月にはお届けする予定です。
カササギの森の敷地は約600ha。植
樹可能な地域はおよそ半分ですから、
まだまだ余地はたっぷりあります。み
なさんのご協力をお願いします。
■緑化基金、運営カンパもとむ
金額はいくらでもけっこうです。み
なさんのお気持ちをわけていただける
と嬉しいです。
■ビデオ『よみがえる森』ご購入を！
沙漠化、水不足など黄土高原の環境
問題とGENの緑化協力を30分にまと
めました。価格は5,000円、GEN会員
価格は4,000円（送料270円別途）です。
■絵はがき『中国・黄土高原』をご利
用ください

橋本紘二さんの写真で制作しました。
『春』『夏』『秋・冬』『緑化』の4種類、
それぞれカラー8枚組、1セット（8枚）
500円（送料別）です。
■使用済みテレカを回収しています
使用済みテレカを換金して苗木代に
あてています。現在、1枚でマツ苗1
本分になります。対象は折れ、汚れの
ないテレカのみです。その他のカード、
使用済み切手は集めていません。
また、使うあてのない未使用のテレ
カも大歓迎。
■書き損じはがきを集めています
書き損じはがきを回収して、通信費
にあてています。そのほか、古い未使
用のはがき、切手なども歓迎です。
■商品券などをお寄せください
ご家庭で眠っていて使うあてのない
図書券、文具券、各種商品券がありま
したらお送りいただけると嬉しいです。
■ボランティア募集
会報の発送、テレカの整理などの誰
にでもできる作業が中心です。ボラン
ティア可能な曜日、時間帯をご連絡く
ださい。来ていただきたいときに、
GEN事務所から連絡します。

ました。
参加者の多くが里山保全などに関
わっておられて、ご自身の活動に生か
そうと熱心に受講されました。
次回は植物標本づくりに挑戦しま
しょうと言いながら、有意義な実習を
終えました。 （東川）

�����
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緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円

前号でGEN10年のあゆみをご紹介し
ました。緑化協力というと、木を植え
るだけだとお思いかもしれませんが、
条件の厳しい黄土高原ではただ植える
だけでは木は順調には育ちません。で
は、どうすればいいのか。それを探り
続けた10年間だったといえるでしょう。
そうするうちに、活動内容は単純な
植林協力からどんどん広がり、いまで
は「どんなことをしているのか」を初
めての人にわかってもらうのがむずか
しいまでになってしまいました。
そこで、今回からしばらく、大同に
おけるGENの緑化協力のひとつずつ
をあらためて解説します。今回は全体
像と、カウンターパートである緑色地
球網絡大同事務所についてです。
大同におけるGENの緑化協力は、

大きく次の5つに分けられます。最初
はマツ等の苗木代提供にはじまった協
力が、①②の造林プロジェクトから、
そのプロジェクトを成功させるための
ソフト面での協力、③④⑤へと広がっ
ていき、同時にたくさんの専門家の協
力を得られるようになりました。
①地球環境林
山地・丘陵地の緑化をめざす環境改

善のための緑化プロジェクト。マツと
灌木を混植している。
②小学校付属果樹園
村の教育条件の改善にもつながる果
樹園づくり。アンズ、リンゴなど。
③地球環境林センター
大同市14,000平方kmに散在するプロ
ジェクトを統括する基地。苗畑、温室、
実験・研修施設、見本園などを備える。
④霊丘自然植物園
自然の植物遷移を観察したり、新し
い種類の苗木を育てたりする。
⑤カササギの森
さまざまな方法を自由に試すことが
できる実験林場。

これらを統括しているのは、緑色地
球網絡大同事務所です。カウンターパ
ートは国際協力の鍵です。GENの自慢
のカウンターパート、緑色地球網絡大
同事務所については、次ページで高見
事務局長が紹介します。

①地球環境林

②小学校付属果樹園の植樹作業

③地球環境林センター ④霊丘自然植物園のスタッフ

⑤カササギの森での植樹作業
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渾源県で最初に緑化協力活動をスタ
ートさせたのは1992年です。そのころ
はやることがうまくいかなくて、たい
へんだったんです。一般的にいえば、
日本側と中国側とで、おたがいに事情
がわからず、信頼関係も成立していな
かった、ということです。
もっと具体的にいうと、93年7月に
旧雁北地区と大同市が合併して、新し
い大同市が誕生しました。以前の雁北
地区には、右玉・左雲・懐仁・応・大
同・陽高・天鎮・渾源・広霊・霊丘の
10県が属していましたが、そのうちの
右玉・懐仁・応の3県がとなりの朔州
市に併合され、残りの7県が大同市に
併合されたのです。もとの大同市は城
区・砿区・南郊区・新栄区の4区から
なりたっていました。新しい大同市は
4区7県で構成されることになったん
です。
日本でもいま企業の合併が盛んです
が、人員配置の合理化、削減は、その
目的の1つでしょう。大同の行政改革
もそうだったでしょう。幹部＝公務員
にしてみれば、自分の身分がどうなる
か、心配でたまらない時期だったんで
す。そして、頻繁に人事異動がくりか
えされました。数か月おきに訪れると、
そのたびに責任者が交替している、と
いったありさまです。ちゃんとした引
き継ぎもなされていません。
94年春から、共青団大同市委員会副
書記・大同市青年連合会副主席の祁学
峰が、この協力事業を担当することに
なりました。それまでとタイプがちが
いました。「こういうことをしたい」
と私がいっても、すぐにOKをだしま
せん。考えに考えて、「この問題とこ
の問題を解決できれば、実現が可能だ
と思う」というふうに答えるんですね。
頭のなかでシミュレーションしている
んでしょう。それまでの幹部は、ほと
んど反射的に「没問題！」（ノープロ
ブレム）と答えるんですけど、実際は
そういかないことが多かった。
初めてそのとき、74年からの私の友
人の王黎傑さんが、大同にきて通訳し

てくれていたんですよ。彼女に私は、
「あなたは祁学峰をどう思う？」と尋
ねました。彼女は「ほかのメンバーは
祁学峰のことを怖がってますよ」とい
うんです。それくらいがちょうどいい
だろうと、思いました。なんとか彼を、
この事業に固定したいと思ったんです。
私は祁学峰を必死で口説きました。

「私たちの協力活動はいまは小さいけ
ど、発展の可能性はある。中国にとっ
て、環境問題は深刻化するいっぽうだ
からだ。しかしいまの大同の体制では、
長期の活動を支えることはできない。
このままでは私だってつづけられない。
この活動のことを四六時中考えている
人間が、最低1人は必要なんだ。この
活動のために専門の組織をつくり、あ
なたが責任者になってほしい」と。
大同側は、こちらの意図を判断しか
ねたようです。王黎傑のところに何度
も相談にいったようです。それが私の
ところに伝えられます。彼女がいなか
ったら、あれほどスムーズにすすまな
かったでしょう。
日本に帰ってから連絡がきました。

こちらの希望どおりの事務所をつくる
というのです。その名称が「緑色地球
網絡大同事務所」だった。う～ん。
「網絡」は「ネットワーク」です。私
たちの現地事務所と誤解されそうです。
日本でも中国でも。でも、先方で気に
入ってくれたのに、クレームはつける
話でもない。こちらも賛同しました。
祁学峰の奮闘のおかげです。大同市
の政府もそれを公認し、公務員枠まで
認めてくれました。「定員いっぱいま
で早く人をいれて、体制を強化してほ
しい」と私は要請しました。すると祁
学峰は、「バカをいうな。あせって人
をいれて、その人がしごとができなか
ったらどうするんだ。できないだけな
らまだしも、ひとの足を引っぱるのが
専門の人間だっているんだ。いまはリ
ストラの時代で、事務所にはいりたい
人はいくらでもいる。いったんいれた
ら公務員だから、かんたんにクビにで
きない。いまは無能な人に席を占めら

れないよう防ぐのがだいじだ」という
んです。
たしかにそのとおりでした。私なん
か甘ちゃんなんですね。こういうこと
に繰り返し接して、中国のことを少し
ずつ理解できるようになるんですけど。
大同事務所ができ、祁学峰が所長に
なってからも、プロジェクトの失敗は
ありました。日本人には、理解の困難
な環境です。自然だけじゃない。社会
的な関係、人的な要素、いろいろあり
ます。祁学峰も私も、失敗のなかで鍛
錬されたと思います。
祁学峰は1999年、共青団大同市委員
会書記・大同市青年連合会主席になり、
責任の範囲がずっと広がりました。緑
色地球網絡大同事務所の所長に、武春
珍が就任しました。彼女がこの事業に
参画したのは前年からです。でも1年
間の準備期間がありましたので、引き
継ぎがスムーズにすすみました。
昨年4月、日中緑化交流基金の中国
側受け入れ団体の会議が開かれたとき、
祁学峰は、求められて2回、発言した
そうです。そのなかでこの協力活動が
前進できた要因として、4つあげまし
た。
その第1が、「専門の組織を必ず作る
べきだ」というものです。緑色地球網
絡大同事務所のことです。「そこで資
金管理、技術指導、接待などのしごと
を専門的に実行している。緑化事業は
一時のセレモニーとはちがって、期間
が長いし、内容も複雑である。青年団
のばあいは人事異動が早いので、その
ような組織がないと事業を継続できな
い」と述べたんですね。
彼のこの総括には完全に同意します。
その他の3項目について、表題だけを
書いておきましょう。
2）緑化のための基地をつくるべき
である。

3）造林プロジェクトは集中したほ
うがいい。

4）管理が重要である。 （高見）
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森林の多様性
地球環境を護るために森林が大切な
のはだれでも知っていることだが、人
類生存のためということになるともう
ひとつ、資源としての重要性を忘れる
わけにはゆかない。シベリヤとカナダ
には大面積の針葉樹林がある。これは
地球の大きな炭素の蓄積場所である。
そして現在、材木としての資源でもあ
る。そこには恐竜のいた頃から生き
残ってきた耐寒力の強い少数の針葉樹
が延々と生い茂っている。その特徴は
大々的な面積にきわめて少数の種類が
あることである。言い換えると多様性
の少ない大森林である。これに反して
アマゾンなどの熱帯雨林にはきわめて
多数の種類の樹木があり、そこに住む
動物の種類もけたはずれに多い。そこ
は多様性がきわめて大きい。
シベリヤもアマゾンも、アフリカの
サバンナなどと異なり、よく鬱閉した
立派な森林である。しかし、その多様
性となるとまったく異質で、後者には
比較にならぬほどの多くの生物種があ
り、未来の遺伝資源としての重要性を
もつ。森林の多様性は、そこにある植
物と動物の種類数の豊富さにあるとい
えよう。それはまた、自然度の高低と
いう表現もできる。自然の豊かさは、
面積や量ではなく、種類数であると言
える。
種の多様性
豊富な種類数のある森林には、門→

綱→目→科→属→種とすべてのグルー
プに多様性があるわけだが、最下単位
の種の場合、その多様性は進化論的に
きわめて重要である。それは個体間の
変異の多様性でもある。海洋で仕切ら
れた列島や群島には島固有の種があっ
たり、種を分けるほどでもない個体変
異があったりする。ガラパゴス諸島が
その良い例である。

種の多様性は個体変異から始まると
いって良いだろう。個体変異は「枝変
り」のような突然変異でも起こるが、
子孫を残す過程でまず発生する。種子
をつくるための細胞分裂（減数分裂）
でまず多様性のある配偶子をつくりだ
す（図１）。さらに「受精」によって
異質な遺伝子を取り込む。時には雑種
もできる。これは大きな変異をもたら
す。生物は純粋になることを避けて雑
種生になろうと努めているようにみえ
る。このことが、生物進化の原点に
なったのである。

図1. 減数分裂の模式図

この春は、3月24日からのGENのツ
アーにはじまって、OFS（オリエンタ
ルランド労組）、東北電力総連、（株）
リコーと合計4つの団が大同を訪れる
ことになっています。また、それ以外
に見学者を受け入れる予定もあり、に
ぎやかな春になりそうです。
さて、夏のワーキングツアーのだい

たいの予定をたてました。まだ確定で
はありませんが、「行ってみようかな」
という方は、スケジュール帳にチェッ
クをいれておいてください。詳しくは
次号でお知らせします。
【2002夏の黄土高原ワーキングツアー】
●日程：7月26日（金）～8月2日（金）
●費用（予定）：一般＝20万円、学

生＝19万円（国際航空運賃、中国国
内での交通費／食費／宿泊費、ビザ
取得費用、GEN年会費ふくむ）※中
国国際航空利用　※関西国際空港発
着　※成田空港発着便ご利用の方は
航空運賃の差額分高くなる場合があ
ります。
●定員：30人（先着順）
※募集は5月からはじめます。
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西安を発って河西回廊を過ぎ敦煌に
至ると、西域の香りが強くなります。
乾燥した駱駝の糞の臭いも混じって
（写真）。これより先、トルファン、ウ
ルムチ、クチャ、カシュガル、そして
サマルカンドと、その名も魅惑的なシ
ルクロード沿いの都市が続きます。
この「シルクロード」の命名者が、

他ならぬドイツの大地理学者リヒトホ
ーフェン男爵。
1869～72年の間、中国の各地を縦横

に踏査、荒寥たるゴビ砂漠や
黄土台地の奇観を目にし、帰
国後、有名な黄土風成説を発
表します。中央アジアの乾燥
地帯から強い偏西風によって
運ばれてきた微細な土砂が、
ちょうどカーペットのように
原地形上を覆って出来たもの
だ、と。他に氷河運搬説、水
中堆積説もありますが、11月
の敦煌と３月の大同に行った

経験からいえば、まさしく黄塵万丈、
風成説が実感できます。
しかし、黄土という土壌自体が極め
て栄養分に富み、水さえ供給すれば
“自己肥培”の能力をもつ、というリ
ヒトホーフェン以来の黄土肥沃説は、
果していかがなものか。黄土はもとも
と多量の石灰分とアルカリ分を含むか
ら、というのですが。
しかし、最近の中国土壌学は、以下
のように考えています。

もちろん、すべて黄土を母材として
いるわけですが、大略

（1） 土：長年月にわたり人為的に
施肥され続けてきたことによって形
成された土壌で、最も肥沃。

（2） 褐土：落葉樹林の腐植土が混じ
って出来た土壌で、(1)に次いで肥沃
度が高い。

（3） 黒 土：森林草原環境のもとで
生まれた土壌で、肥沃度は（2）よ
り劣る。

（4） 黄綿土：元来の黄土質母材の特
徴を示し、有機質含有量が少なく、
決して肥沃ではない。
と分類。本来の「黄土」そのものが即
「肥沃」とはいかないようです。
もともと肥沃なうえ、粉みたいに細
かく軟らかい。水分で固まりますが、
すぐ砕けます。だから石器や木器・貝
器などプリミティブな道具で十分耕作
できる黄土は、新石器時代から豊かな
収穫を約束した、というのが従来の定
説。しかし「肥沃な黄土」は、前提に
森林と草原があってのゆえ。ちなみに
施肥が一般化するのは、ずっと遅れて
戦国時代になってからです。

「NPO自然と緑」（石原忠一代表、
山中澄雄事務局長）は、比良山麓で森
林づくりをおこなっています。4月の
催しにGENも参加させていただきま
す。自然とふれあう楽しいプランがい
っぱいです。ごいっしょしませんか？
●日時：4月7日（日）午前10時　JR
湖西線「北小松」駅前集合
●活動場所：馬ケ瀬山国有林・大阪市
水道局の水源の森で森林作業
●内容：
①ヒノキ林・間伐と皮むき
②生えたらいいなマツタケ・森林整備
③炭焼き、しいたけ植菌・ワサビ畑整
備
④山菜料理講習（ウド、タラの芽、ワ
ラビ）

⑤休耕田で花の咲く木の苗畑づくり
⑥水道局の森で植樹（クヌギ、トチノ
キ、ヤマザクラ、タムシバなど約
100本）
⑦子どもたちのアマゴ稚魚放流と森林
教室
●参加費：500円（保険料、ブタ汁代
を含む）
●持ち物：登山・森林作業のできる服
装、弁当、水筒、雨具、手袋、筆記
用具など。
●募集人員：250人まで。
●主催：NPO自然と緑
●参加申込み：希望の作業内容を明記
して、FAX、ハガキ、eメールなど
で緑の地球ネットワークまで。締切
は3月末。

※6日（土）には早春の比良山登山も
計画されています。募集人員は30名
です。6～7日の参加者は近くの
「湖畔荘」に宿泊ができます。くわ
しくはGENまでお問い合わせくだ
さい。

春は進学・就職・引っ越しのシーズ
ン。ご住所、電話番号、学校、勤務先
等の変更がありましたら、GEN事務所
までご連絡ください。また、メールア
ドレスの変更もお忘れなく。
GENでは、イベント案内や高見事務
局長の不定期メルマガ「黄土高原だよ
り」をeメールでお送りしています。
配信ご希望の方はメールアドレスを
GEN事務所までeメールでお知らせく
ださい。

連絡先の変更を
お知らせください
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アジア人留学生・就学生への六甲奨
学基金のための古本市の季節です。去
年はなんと、220万円以上の売り上げ
になったそうです。ご家庭に眠ってい
る不要な本を役立ててもらいませんか。
●受付期間：3月31日まで（必着）
●送付方法：直接持参または送料送り
主負担で送付

【注意】
・読む人の立場になって、汚れ・破れ
のひどいものはご遠慮ください。
・辞書大歓迎。絵本、マンガ、洋書可。
・雑誌、教科書、参考書、コンピュー
タ解説書、百科事典などは不可。
・価格設定はおまかせください。お送
りいただいた本はお返しできません。

【古本市ボランティア募集】
3月15日から5月15日までの古本市
期間中のボランティアを募集していま
す。可能な日にち・時間を主催者まで
郵便、ファックス、eメールでご連絡
ください。
●送り先・問合せ先：（財）神戸学生
青年センター　古本市係（〒657-

0064神戸市灘区山田町3-1-1 TEL.
078-851-2760 FAX. 078-821-5878
URL httjp://www.hyogo-iic.ne.jp/̃rokko/
e-mail : rokko@po.hyogo-iic.ne.jp）

高知の田中さんから、季節の柑橘の
ご案内です。
●土佐文旦（低農薬、有機栽培）
A 5kg 3L 8～9玉 3,500円
B 5kg 2L 10玉前後 3,000円
C 5kg L 12玉〃 2,500円
D 5kg M 15玉〃 2,000円
（10kg箱も用意しております）
●出荷：4月上旬まで
●送料別途：関西630円、関東840円
★ご注文は田中隆一さんまで
〒781-7412  高知県安芸郡東洋町甲浦
TEL./FAX. 0887-29-2500
★売り上げの一部をご寄付いただいて
いますので、ご注文の際は「GENの
紹介」とひとこと添えてください。

ブンタンをどうぞ

生物多様性、熱帯林、里山、湿地、
ゴミ……広範囲にわたる地球環境問題
にさまざまな角度から迫ります。詳細
は主催者にお問い合わせください。
●総合企画：河野昭一さん（京都大学
名誉教授・IUCN委員）
●講座日：4月13日、27日、5月11日、
25日、6月8日、29日、7月13日、27
日、9月14日、28日（全て土曜日）
●時間：13時30分～17時
●場所：大阪市長居公園内大阪市立自
然史博物館講堂
●定員：180名
●受講料：15,000円（10回）学生
12,000円（10回）
●主催：（社）大阪自然環境保全協会
●申込み：住所・氏名（フリガナ）・
年令・性別・職業・電話番号を記入
して下記まで郵送、FAX、e-mailで。
●申込先：地球環境大学講座実行委員
会（〒530-0015 大阪市北区中崎西
2-6-3 パステル1-201（社）大阪自
然環境保全協会内、TEL. 06-6374-
3376 FAX. 06-6374-0608 e-mail :
cope@nature.or.jp）

●締切り：3月31日（ただし、定員に
なり次第締め切り）

六甲奨学基金のための
第5回古本市

地球環境大学講座 GENの関東ブランチのメンバーが出
展します。ぜひお立ち寄りください。
●日時：4月29日（祝）10時～16時
●場所：日比谷公園小音楽堂前広場、
にれのき広場等
●内容：緑と花のプレゼント／林産物、
木工品等の即売／森林教室／樹木の
診断教室＆園芸教室／木工教室 etc.

第13回森と花の祭典
みどりの感謝祭


